
参議院選挙制度改革に対する意見書 
  
参議院選挙制度協議会において、いわゆる「一票の格差」に対する司法判断も

踏まえた参議院議員通常選挙の選挙区で都道府県の一部を合区とする「参議院選
挙制度の見直しについて（参議院選挙制度協議会座長案）」（以下、「見直し案」
という。）が示され、検討されている。 
参議院選挙制度改革において、「一票の格差」は、問題の本質ではなく、今求

められているのは、我が国の二院制のあり方を改めて十分に議論することにあり、
その中で参議院の役割を明確にする視点が欠落している。 
すなわち「一票の格差」の是正・縮小も課題であるが、それにこだわるあまり、

数合わせに終始し、地方の声を遠ざけるような改革に陥ってはならない。 
制度を考えるうえでの大事な視点は、地域の代表を選出するエリアとしては、

歴史的・地理的に、さらに国民の率直な気持ちとしても、都道府県を単位とする
ことが最も適切であると考える。 
ついては、参議院選挙制度改革にあたり、特に、以下の事項について強く要望

する。 
 

記 
 
１ 各都道府県単位に議員を選出する制度を堅持すること。 
２ 合区やブロック単位化などを決して行わないこと。 
３ １及び２の事項を念頭において、二院制のあり方や参議院の果たすべき役割

を十分に認識したうえで、必要な見直しを行うこと。 
 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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